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三　島　町　議　会 23 月定例会のあらまし

３月定例会は８日から15日までの８日間を会期に開催され、これから10年間のまちづくりの基
礎となる第五次三島町振興計画、９つの条例の制定・一部改正・廃止する条例や、指定管理者の指
定９件のほか、令和２年度一般会計及び特別会計補正予算、令和３年度一般会計及び特別会計予算
など、町長より提出された議案を審議し、すべて原案通り可決しました。

議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

2

三島町鳥獣被害対策実施隊設置条例
・鳥獣被害防止特措法に基づき「鳥獣被
害対策実施隊」を設置し、有害鳥獣駆
除員は廃止する

可決

3

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の
一部を改正する条例
・超過勤務時間の上限を原則、月45時間、
年間360時間とする

可決

4

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例
・上記議案番号「２」の設置により、報
酬区分の名称を「有害鳥獣駆除員」を
「鳥獣被害対策実施隊」に改める

可決

5

職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例
・職員に栄養士の採用にあたり、新たに
「医療職給料表（二）」を定める

可決

6

三島町体育施設条例の一部を改正する条
例
・町民運動場（大登）の代表地番を968
番地１に改める

可決

7

三島町国民健康保険条例の一部を改正す
る条例
・新型コロナウイルス等対策特別措置法
の改正に伴う文言の改正

可決

8

三島町介護保険条例の一部を改正する条
例
・令和３～５年度の介護保険料率を据え
置く改正

可決

9

三島町そば加工施設設置条例の一部を改
正する条例
・機械設備整備に伴う機械の使用料を新
たに定める改正

可決

10

三島町誘致工場等の貸付基金の設置及び
管理に関する条例を廃止する条例
・昭和56年に誘致工場振興の無利子貸付
けのために制定した条例を、今後活
用の見込みがないため廃止する条例

可決

【議決結果一覧と条例改正等の主な概要】

３月定例会のあらまし

議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

11

第五次三島町振興計画の策定
・令和３年度から新たな10年間のまちづ
くりの指針となる総合的な計画の策定。
「人口減少対策」や「地方創生の推進」
等に重点的に取組む

可決

12

指定管理者の指定（三島町老人休養ホー
ム：ふるさと荘）
令和３年度からの指定管理者として、
（有）伊勢屋を新たに指定

可決

13

指定管理者の指定（三島町高齢者生活福
祉センター：福寿草）
　�令和３年度からの指定管理者として、
社会福祉法人みしまを再指定

可決

14

指定管理者の指定（三島町高齢者自立支
援住宅：ひまわり荘）
　�令和３年度からの指定管理者として、
社会福祉法人みしまを再指定

可決

15

指定管理者の指定（三島町多目的集会施
設：ひだまり）
　�令和３年度からの指定管理者、社会福
祉法人みしまを再指定

可決

16

指定管理者の指定（三島町情報物産館：
尾瀬街道みしま宿）
　�令和３年度からの指定管理者として、
（有）マルシェみしまを再指定

可決

17

指定管理者の指定（三島町農林水産物処
理加工施設：山菜加工場）
　�令和３年度からの指定管理者として、
ＪＡ会津よつばを再指定

可決

18
指定管理者の指定（三島町食鳥処理施設）
　�令和３年度からの指定管理者として、
（有）会津地鶏みしまやを再指定

可決

19

指定管理者の指定（三島町農林水産物加
工品等展示販売施設）
　�令和３年度からの指定管理者として、
桐の里産業㈱を再指定

可決
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議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

20

指定管理者の指定（三島町木材加工施
設：会津桐タンス工場）
　�令和３年度からの指定管理者として、
会津桐タンス㈱を再指定

可決

21

工事請負契約の変更（防災行政無線デジ
タル化改修工事）
・工事の内容変更に伴い、工事費を
10,149千円減額する変更契約

可決

22 令和２年度三島町一般会計補正予算 可決

23 令和２年度三島町国民健康保険特別会計
補正予算 可決

24 令和２度三島町簡易水道事業特別会計補
正予算 可決

25 令和２年度三島町路線バス事業特別会計
補正予算 可決

26 令和２年度三島町農業集落排水事業特別
会計補正予算 可決

27 令和２年度三島町介護保険特別会計補正
予算 可決

28 令和２年度三島町戸別合併処理浄化槽事
業特別会計補正予算 可決

議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

29 令和２年度三島町後期高齢者医療特別会
計補正予算 可決

30 令和３年度三島町一般会計予算 可決

31 令和３年度三島町国民健康保険特別会計
予算 可決

32 令和３年度三島町簡易水道事業特別会計
予算 可決

33 令和３年度三島町路線バス事業特別会計
予算 可決

34 令和３年度三島町農業集落排水事業特別
会計予算 可決

35 令和３年度三島町介護保険特別会計予算 可決

36 令和３年度三島町戸別合併処理浄化槽事
業特別会計予算 可決

37 令和３年度三島町後期高齢者医療特別会
計予算 可決

38 三島町固定資産評価審査委員の選任同意
を求めるについて※１ 可決

※１　�５頁「人事案件等について」をご覧ください。

会 計 区 分 補正予算額 補正後の予算額

一 般 会 計 △96 , 8 5 9 3 , 0 6 4 , 7 4 3

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 △7 , 6 0 6 2 0 0 , 1 0 6

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 △2 , 5 2 5 1 9 7 , 1 1 7

路 線 バ ス 事 業 特 別 会 計 △600 31 , 6 0 8

農 業集落排水事業特別会計 △276 26 , 6 1 2

介 護 保 険 特 別 会 計 △3 , 3 9 7 4 9 2 , 4 6 4

戸別合併処理浄化槽事業特別会計 △13 , 1 0 2 3 6 , 0 6 3

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 △4 , 0 3 6 3 0 , 7 1 3

【令和２年度補正予算】� （単位�:�千円）

・高齢者支援商品券事業� 2,400千円
・ＰＣＲ検査助成事業� 10,000千円
・桐の里商品券給付事業� �16,000千円
・ふるさと産品応援事業� 3,300千円
・地場産品販路開拓事業� 5,000千円
・地元産材活用支援事業（公共施設桐製品導入）
� 3,289千円

・ふるさと宅配便支援事業� 1,000千円
・桐の里商品券発券事業� 8,100千円
・事業者支援給付金� 2,000千円
・宿泊クーポン助成事業� 4,000千円
・感染拡大防止対策補助金� 2,200千円
・新型コロナウイルスワクチン接種事業� 6,959千円
・山菜加工施設経営強化支援事業補助金� 3,364千円

令和２年度一般会計補正予算の主なものは次のとおりです
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会 計 区 分 令和３年度予算額 令和２年度予算額 対前年比
一 般 会 計 2 , 3 6 3 , 8 9 2 2 , 5 2 7 , 0 0 0 △163 , 1 0 8
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 192 , 3 1 8 1 9 5 , 5 9 4 △3 , 2 7 6
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 117 , 1 1 2 1 9 2 , 7 7 9 △75 , 6 6 7
路 線 バ ス 事 業 特 別 会 計 31 , 4 1 7 3 0 , 1 4 8 1 , 2 6 9
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 21 , 8 0 5 2 6 , 8 8 8 △5 , 0 8 3
介 護 保 険 特 別 会 計 465 , 7 7 9 4 6 3 , 7 2 3 2 , 0 5 6
戸別合併処理浄化槽事業特別会計 42 , 8 3 2 4 9 , 1 6 5 △6 , 3 3 3
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 32 , 7 3 7 3 4 , 4 1 9 △1 , 6 8 2

【令和３年度当初予算の額】� （単位�:�千円）

■総務課関係■
　安全安心、消防・防災力向上に努めます。
・旧大石田分校解体� 18,638千円
・旧大石田生活改善センター解体� 5,090千円
・宮下地内消火栓改修� 2,449千円
・桧原上新田地内防火水槽新設� 11,472千円
・防災ハザードマップ更新� 1,645千円
・広域圏消防費負担金� 56,441千円

■町民課関係■
　新型コロナウイルス感染症対策や町民の健康増進を
進めます。
・新型コロナウイルスワクチン接種事業� 9,980千円
・活動量計活用インセンティブ事業� 810千円
・活動量支援事業� 1,296千円
・トレーニング教室・運動普及事業� 2,275千円
・不妊治療助成事業� 750千円
・坂下厚生病院新築移転負担金� 32,112千円
　

■地域政策課関係■
アフターコロナ対策事業等での観光促進や道の駅の
駐車場を拡張し、さらなる誘客を図ります。
・地域循環共生圏推進協議会運営� 1,100千円
・ＳＳ過疎地対策計画策定� 10,000千円
・観光交流推進事業� 12,100千円
・道の駅駐車場拡張� 23,307千円
・道の駅空調設備改修� 55,500千円
・早戸温泉屋根塗装� 26,400千円
・生活工芸館外壁修繕工事� 17,000千円
・工人の館木工室改修� 9,028千円
・プレミアム宿泊券事業� 4,000千円
・地区支援事業補助金� 5,000千円

■産業建設課関係■
［農林関係］
　有害鳥獣駆除事業や森林環境保全のための事業を促
進します。
・有害鳥獣防護柵等設置事業補助金� 5,000千円
・狩猟免許取得等補助金� 600千円
・ふくしま森林再生事業� 23,320千円
・公共施設設置桐製品購入� 2,300千円

［建設関係］
　道路の安全対策として川井地区の落石防止対策を実
施します。また、町営住宅中平団地の改修工事を進め
てまいります。
・町道川井居平宮ノ上線法面保護工事� 14,000千円
・町営住宅中平団地住戸改修� 42,194千円

■教育委員会関係■
　若者定住対策として世代間交流事業を実施します。
併せて、教員宿舎を改修し定住対策住宅として活用し
てまいります。
・世代間交流促進事業� 1,000千円
・教員宿舎改修工事� 95,342千円
・学校給食完全無償化� 3,587千円
・複式補正教員配置� 4,788千円
・教育支援員� 4,200千円
・荒屋敷遺跡出土品保存修理� 7,873千円
・保育所外構芝生化工事� 5,000千円

【令和３年度　重点事業】� 令和３年度の各課の重点事業は以下のとおりです。
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【人事案件等について】
３月定例会では、１つの人事案件等について選任同意をしました。委員の方は下記のとおりです。

三島町固定資産評価審査委員会委員の選任された方
氏　　名 地　区 備　　考
飯塚　国英 大石田 再任２期目

※１：�三島町の固定資産評価審査委員会の委員の定数は３名で、委員は、町の住民税の納税義務がある者又は固
定資産の評価について学識経験を有する者のうちから、議会の同意を得て町長が選任します。委員会は固
定資産課税台帳に登録された価格に関する不服等の審査を行います。

第五次三島町振興計画を可決
振興計画は町づくりを総合的かつ、計画的に進めていくために10年間の基本構想と、それを具現化する

ための前後期５年ずつの基本計画を議会の議決を得て策定します。
令和元年度は町職員と地区住民がワークショップを開き、５年間の「地区の目標」を定め、令和２年度

は第四次振興計画の効果検証と、それに基づく計画づくりを進めてきました。
この間、５回の振興計画審議会、４回にわたる議会への説明と意見交換を実施し、３月９日の本会議で

賛成多数で可決されました。
今後10年間、議会では町民の皆さんとともに、この計画に沿った町づくりが進むように協働してまいり

ます。

第５次三島町振興計画の基本構想及び前期基本計画の目標
点的に取り組む事業を、以下の４つの基本目標を
定めて取り組んでいきます。
１　結婚・出産・子育てしやすい環境をつくる
２　地域資源を生かした仕事をつくる
３　交流人口から関係人口・定住人口につながる流
れをつくる

４　生涯いきいきと過ごせる魅力ある地域をつくる

※�詳しくは、各戸に配布される第五次三島町振興計
画をご覧ください�

＜基本構想＞
「住みたい、住み続けたいふるさと（桐源郷）を作
る～どこにでもある　ここしかないふるさと～」

＜基本計画＞
「環境と調和し、人と人とのつながりで
� 　安心して暮らせるまち」

●�この基本計画は「分野別政策」と「重点プロジェ
クト」で構成されます。
特に「重点プロジェクト」は人口減少対策等の重

振興計画審議会 地区での地区目標のワークショップ
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一 般 質 問
～議員が町政をただす～

　３月定例会では５人の議員が一般質問を行い、町政全般について活発な議論を交わし
ました。（７頁〜14頁に掲載）

一般質問議員 質　　問　　事　　項 頁

１ ７番　菅　家　三　吉
①会津地鶏について

7
②除雪対策について

２ ２番　二瓶　辰右エ門

①当初予算編成について

9②第五次振興計画について

③新型コロナウイルス対策について

３ １番　矢　澤　　　昇
①三島町老人休養ホームについて

11
②防犯カメラの設置について

４ ３番　五十嵐　健　二
①町として今後の地方創生についてどう考えているの
か

12

５ ６番　二　瓶　俊　浩
①コロナ感染症対応交付金による商品券給付事業及び
買い物弱者支援事業について 13

②「日本で最も美しい村」について

※一般質問とは…議員が町の将来に対する方針や、執行機関の
政治姿勢を明らかにし疑問点等を質します。また、議員自ら
政策の提言を行います。三島町議会は１人６０分の持ち時間
の間に質問答弁を行います。
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会津地鶏について

除雪対策について
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鶏
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か
、
町
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

　
　

県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
、
近
隣
町
村

の
学
校
給
食
に
会
津
地
鶏

を
納
入
し
た
ほ
か
、
三
島

町
観
光
協
会
の
特
産
品
販

売
等
で
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
販

売
を
図
っ
た
。
会
津
地
鶏

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期
間
を

延
長
し
、
町
内
の
宿
泊
・

飲
食
店
の
仕
入
れ
補
助
を

２
分
の
１
か
ら
４
分
の
３

問答

に
引
き
上
げ
た
。

来
年
度
も
、
三
島
町
会

津
地
鶏
振
興
会
に
よ
る
地

鶏
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催
、

山
菜
加
工
場
や
町
内
の
宿

泊
・
飲
食
店
と
連
携
し
た

新
商
品
開
発
と
食
材
提
供

等
に
つ
い
て
、
地
場
産
品

販
路
開
拓
事
業
に
よ
り
支

援
を
計
画
し
て
い
る
。

会
津
地
鶏
は
、
飼
育
に

こ
だ
わ
り
、
食
味
に
優
れ

た
肉
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
国
に
誇
れ
る
三
島
町
の

重
要
な
特
産
品
で
、
貴
重

な
地
場
産
業
の
１
つ
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
る
。
現

在
の
処
理
施
設
は
老
朽
化

が
進
み
、
処
理
能
力
の
限

界
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
新

た
な
加
工
処
理
に
よ
る
商

品
開
発
も
含
め
て
施
設
整

備
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。

除
雪
対
策
に
つ
い
て

　
　

降
雪
に
よ
る
町
内
の

被
害
は
。
ま
た
家
屋

の
除
雪
が
困
難
な
世
帯
は

ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。

　

今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
町
と
し
て
家

屋
の
除
雪
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺

う
。

　
　

豪
雪
対
策
本
部
を
設

置
し
、
各
地
区
の
積

雪
状
況
の
確
認
と
、
区
長

よ
り
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

併
せ
て
民
生
委
員
の
方
々

に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
の
確
認
を
し
て
い
た

だ
い
た
。

被
害
は
、
間
方
地
区
で

小
屋
１
棟
の
倒
壊
、
荒
屋

敷
地
区
で
小
屋
の
傾
き
、

名
入
地
区
で
小
屋
１
棟
が

倒
壊
し
た
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

除
雪
が
困
難
な
世
帯
数

は
具
体
的
に
把
握
で
き
て

い
な
い
。
し
か
し
高
齢
者

の
一
人
暮
ら
し
・
二
人
暮

ら
し
の
家
庭
で
は
除
雪
が

問答

菅家　三吉 議員

三島町特産の会津地鶏
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困
難
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、

ご
近
所
や
ご
親
戚
、
地
域

内
で
の
協
力
に
頼
る
部
分

が
大
き
い
。
町
の
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
民
生
児

童
委
員
協
議
会
で
要
援
護

世
帯
と
認
め
た
世
帯
に
つ

い
て
は
助
成
制
度
を
設
け

て
い
る
。
今
年
の
秋
頃
ま

で
に
は
高
齢
者
世
帯
の
除

雪
支
援
体
制
整
備
を
検
討

し
た
い
。

再
質
問

①
会
津
地
鶏
に
つ
い
て

　
　

会
津
地
鶏
に
行
っ
た

支
援
の
中
で
そ
の
効

果
は
。

　
　

会
津
地
鶏
振
興
会
に

支
援
し
た
地
鶏
の
納

入
量
は
年
間
で
830
㎏
。
販

路
開
拓
事
業
で
数
社
に
チ

ラ
シ
と
サ
ン
プ
ル
肉
を
配

布
。
う
ち
１
社
か
ら
回
答

が
あ
り
、
そ
の
１
社
か
ら

５
社
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

そ
の
５
社
に
サ
ン
プ
ル
肉

を
配
布
し
た
。
学
校
給
食

と
し
て
は
三
島
町
他
近
隣

5
町
村
に
644
㎏
を
納
入
し

問答

好
評
で
あ
っ
た
。

　
　

地
鶏
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

自
体
の
実
績
は
。

　
　

７
月
か
ら
11
月
ま
で

の
地
鶏
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
時
に
830
㎏
を
納
入
。
金

額
的
に
は
151
万
円
を
補
助

し
た
。

　
　

食
鳥
処
理
施
設
の
改

修
に
向
け
て
の
検
討

は
、
今
年
度
出
た
話
で
は

な
い
は
ず
だ
が
、
町
の
産

業
の
１
つ
と
し
て
考
え
て

い
る
会
津
地
鶏
の
施
設
を
、

な
ぜ
３
年
間
も
改
修
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

　
　

以
前
か
ら
要
望
は
あ

っ
た
。
建
て
替
え
は

概
算
で
２
～
３
億
円
必
要

に
な
る
。
町
の
自
主
財
源

の
み
で
は
な
か
な
か
難
し

い
こ
と
か
ら
、
県
と
相
談

し
て
補
助
事
業
の
申
請
に

つ
い
て
相
談
し
て
き
た
。

来
年
度
以
降
に
測
量
設
計

を
行
い
、
国
の
補
助
を
活

用
し
て
施
設
整
備
を
検
討

し
た
い
。

問答問答

　
　

今
後
、
も
う
少
し
安

価
に
、
お
金
を
か
け

ず
に
支
援
依
頼
が
で
き
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

っ
て
い
く
考
え
は
あ
る
の

か
。

　
　

現
在
役
場
に
公
共
施

設
除
雪
の
登
録
を
し

て
い
る
方
が
お
り
、
除
雪

が
必
要
と
な
れ
ば
、
そ
の

方
に
お
願
い
し
て
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
福
祉

で
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
に

導
入
、
ま
た
は
利
用
者
に

そ
の
差
額
を
助
成
す
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
の
体
制
を

構
築
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

　
　

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
例
え
ば
若

者
世
代
で
除
雪
隊
を
つ
く

っ
て
は
ど
う
か
。
移
住
者

の
方
の
た
め
に
も
、
地
域

に
溶
け
込
み
や
す
い
よ
う

に
、
除
雪
を
通
し
て
地
域

の
同
世
代
の
仲
間
、
若
者

の
交
流
の
場
づ
く
り
に
も

繋
げ
て
、
高
齢
者
と
も
触

問答問

　
　

セ
ー
ル
ス
チ
ャ
ン
ス

は
待
っ
た
な
し
。
企

業
努
力
を
し
て
、
既
存
の

施
設
で
何
と
か
営
業
を
一

生
懸
命
や
っ
て
い
る
。
早

め
に
改
修
等
を
行
え
ば
、

事
業
所
自
体
の
体
力
の
底

上
げ
に
結
び
つ
い
た
と
思

う
。
事
業
者
と
の
情
報
交

換
を
も
っ
と
密
に
し
て
、

議
会
と
も
連
携
し
、
事
業

の
拡
充
と
雇
用
の
増
に
つ

な
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

②
除
雪
対
策
に
つ
い
て

　
　

町
内
の
建
設
業
者
で

構
成
さ
れ
る
除
雪
支

援
隊
に
お
願
い
す
る
場
合

費
用
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
か

る
か
。

　
　

お
知
ら
せ
版
で
皆
様

に
周
知
し
て
い
る
と

お
り
、
共
通
の
単
価
を
出

し
て
い
る
。
し
か
し
実
際

に
除
雪
を
依
頼
さ
れ
た
方

が
ど
の
よ
う
な
除
雪
を
す

る
か
に
よ
っ
て
金
額
は
異

な
る
。
数
万
円
以
上
、
数

10
万
円
以
上
か
か
る
可
能

性
が
あ
る
。

意見問答

れ
合
え
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
作
業
後
は
、
慰

労
会
等
の
場
で
一
緒
に
時

間
を
過
ご
す
と
い
う
こ
と

も
含
め
て
１
つ
の
活
動
に

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

ま
ず
は
す
ぐ
で
き
る

体
制
、
そ
こ
か
ら
除

雪
の
こ
と
に
つ
い
て
は
始

め
た
い
。
若
者
交
流
の
話
、

答

こ
れ
も
加
え
て
い
け
る
よ

う
な
仕
組
み
づ
く
り
も
必

要
か
と
思
う
。
若
者
交
流

も
含
め
調
整
し
な
が
ら
、

多
角
的
、
多
方
面
に
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
除
雪
に

つ
い
て
は
進
め
て
い
き
た

い
。
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二瓶辰右エ門 議員

対
策
事
業
を
中
心
に
１
億

２
千
万
円
程
度
確
保
し
、

令
和
３
年
度
当
初
予
算
と

合
わ
せ
執
行
す
る
こ
と
が

特
徴
的
な
点
だ
と
考
え
る
。

　

歳
出
は
、
Ｓ
Ｓ
過
疎
地

対
策
計
画
、
脱
炭
素
社
会

へ
の
取
組
と
し
て
の
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
、
将

来
に
向
か
っ
て
の
希
望
的

事
業
や
安
全
・
安
心
に
つ

な
が
る
事
業
、
人
を
受
け

入
れ
る
施
設
整
備
の
継
続

等
が
、
町
民
に
は
頼
も
し

く
感
じ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
予
定
さ
れ
て

い
る
県
立
宮
下
病
院
建
て

替
え
に
伴
う
町
民
運
動
場

の
再
整
備
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
新
設
や
ふ
る
さ
と

荘
建
替
え
な
ど
、
大
規
模

な
事
業
に
充
て
る
財
源
確

保
な
ど
の
懸
案
事
項
が
あ

る
。

　
　

昨
年
6
月
の
定
例
会

に
お
い
て
は
、
歳
出

面
で
は
「
大
胆
な
経
常
経

費
の
見
直
し
を
図
る
」
と

問

し
て
い
た
が
、
経
常
経
費

を
調
べ
て
み
る
と
縮
減
さ

れ
る
ど
こ
ろ
か
増
額
予
算

と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
経
費
を
ど
の
程
度
大

胆
に
縮
減
し
た
の
か
伺
う
。

　
　

経
常
経
費
の
見
直
し

で
あ
る
施
設
の
廃
止

や
人
件
費
の
抑
制
な
ど
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度

当
初
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
見
直
し

は
常
に
念
頭
に
置
き
、
財

政
状
況
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

第
五
次
振
興
計
画
に

つ
い
て

　
　

今
回
の
振
興
計
画
は
、

メ
イ
ン
テ
ー
マ
が

「
住
み
た
い
、
住
み
続
け

た
い
ふ
る
さ
と
（
桐
源

郷
）
を
創
る
」。
サ
ブ
テ

ー
マ
が
「
ど
こ
に
で
も
あ

る
、
こ
こ
に
し
か
な
い
ふ

る
さ
と
」
で
あ
り
、
第
四

次
振
興
計
画
と
全
く
同
じ

フ
レ
ー
ズ
と
な
っ
て
い
る
。

「
長
期
計
画
な
ん
て
絵

に
描
い
た
餅
で
ど
う
で
も

答問

い
い
。
そ
れ
よ
り
目
の
前

の
困
っ
て
い
る
こ
と
を
し

っ
か
り
や
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
言
う
町
民
の
声
が

聞
こ
え
る
。

　

本
年
度
で
終
了
す
る
第

四
次
振
興
計
画
に
基
づ
く

「
桐
源
郷
づ
く
り
」
は
ど

の
程
度
前
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る

か
。
ま
た
、
そ
の
評
価
に

お
い
て
町
民
目
線
と
の
相

違
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
。

　
　

第
四
次
振
興
計
画
の

事
務
事
業
は
、
全
体

的
に
少
し
ず
つ
で
あ
る
が

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
る
。

　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

７
項
目
中
、
施
策
全
て
で

満
足
度
50
％
以
上
の
評
価

で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、

学
ぶ
場
所
と
人
づ
く
り
、

あ
る
い
は
、
保
健
福
祉
の

充
実
、
社
会
生
活
基
盤
の

充
実
に
つ
い
て
は
満
足
度

が
高
く
、
住
環
境
整
備
、

地
域
資
源
の
発
掘
活
用
、

推
進
体
制
整
備
が
低
い
。

答

そ
の
中
で
も
特
に
雇
用
の

場
の
創
出
が
最
も
低
く
、

若
者
定
住
の
鍵
と
な
る
部

分
に
つ
い
て
は
効
果
が
見

え
な
い
と
の
認
識
は
一
致

し
て
お
り
、
大
き
な
相
違

は
な
い
と
考
え
る
。

　
　

10
年
後
の
三
島
町
の

姿
を
見
通
し
た
と
き
、

何
が
最
大
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
そ
の
課
題
解
決
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

取
ろ
う
と
し
て
い
る
か
。

町
民
に
分
か
り
易
い
言
葉

で
簡
潔
に
町
長
の
思
い
を

述
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

最
大
の
課
題
は
、
人

口
減
少
、
特
に
若
者

定
住
で
あ
る
と
捉
え
る
。

そ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

人
と
人
と
の
出
会
い
、
結

婚
、
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
、
生
活
し
て
い

く
た
め
の
糧
を
得
る
仕
事

を
つ
く
る
、
当
町
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
資
源
を
生
か

し
た
町
の
魅
力
を
高
め
る
、

安
心
安
全
の
た
め
の
社
会

問答

当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
　

昨
年
6
月
の
定
例
会

に
お
い
て
、
三
島
町

の
財
政
状
況
を
分
析
し
質

問
を
し
た
と
こ
ろ
、「
歳

入
歳
出
の
両
面
で
健
全
財

政
に
努
め
る
」
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
が
、
令
和
３
年

度
の
当
初
予
算
編
成
は
ど

の
よ
う
な
方
針
で
臨
ん
だ

の
か
。

　
　

地
方
創
生
や
第
５
次

振
興
計
画
を
着
実
に

進
め
る
た
め
、
子
育
て
環

境
整
備
、
地
域
資
源
を
生

か
す
定
住
人
口
へ
継
ぐ
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
念

頭
に
、
将
来
負
担
が
少
な

く
な
る
よ
う
起
債
を
抑
制

し
、
で
き
る
だ
け
現
年
度

の
予
算
規
模
を
抑
制
す
る

こ
と
を
意
識
し
た
。

　
　

令
和
３
年
度
の
当
初

予
算
の
特
徴
と
町
民

に
誇
れ
る
点
、
積
残
し
や

懸
案
事
項
は
何
か
。

　
　

令
和
２
年
度
か
ら
の

繰
越
事
業
も
コ
ロ
ナ

問答問答

当初予算編成について
第五次振興計画について
新型コロナウイルス対策について
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イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
を
重
点
的
に
進
め

て
い
く
。

　
　

振
興
計
画
の
策
定
に

併
せ
、
そ
の
実
効
性

を
担
保
す
る
た
め
に
も

「
中
期
財
政
計
画
」
を
示

す
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で

説
明
す
る
の
か
。

　
　

中
期
財
政
計
画
策
定

は
、
作
業
が
思
う
よ

う
に
進
ん
で
い
な
い
。
策

定
次
第
、
議
会
へ
説
明
す

る
機
会
を
設
け
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
つ
い
て

　
　

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

と
し
て
国
民
一
人
一

人
の
行
動
制
限
や
防
護
対

策
に
頼
る
に
は
限
界
が
あ

る
。
そ
の
た
め
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
現
在
の
状
況
を
打

開
す
る
大
き
な
一
歩
に
な

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
経

費
は
前
回
の
補
正
予
算
に

計
上
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

問答問

の
状
況
と
準
備
が
完
了
し

て
い
る
も
の
、
残
っ
て
い

る
課
題
は
何
か
。

　
　

準
備
状
況
は
、
比
較

的
順
調
に
進
ん
で
い

る
と
考
え
て
い
る
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
券
の
準
備
や
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も

完
了
し
た
。
課
題
と
し
て

は
、
国
・
県
か
ら
の
情
報

が
報
道
よ
り
も
遅
い
事
や

変
更
等
に
よ
る
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
。
特
に
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
状
況
が
不
透

明
で
、
数
量
や
接
種
時
期

等
不
明
な
点
が
多
い
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は

様
々
な
意
見
や
希
望

が
あ
る
が
、
町
民
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
応
機
関
と

し
て
、
町
の
基
本
方
針
を

伺
う
。

　
　

基
本
的
方
針
は
、
国

の
示
す
接
種
順
序
に

従
い
、
可
能
な
限
り
速
や

か
に
接
種
対
象
者
の
16
歳

以
上
の
全
町
民
に
接
種
し

て
い
き
た
い
。
一
方
で
、

副
反
応
に
つ
い
て
の
報
道

答問答

が
多
い
こ
と
か
ら
、
受
け

る
か
、
様
子
を
見
る
か
、

判
断
が
つ
か
な
い
方
も
多

い
と
思
う
の
で
、
町
民
が

判
断
し
や
す
い
情
報
を
広

報
等
で
提
供
す
る
。

再
質
問

①
当
初
予
算
編
成
に
つ
い

て
　
　

令
和
3
年
度
予
算
に

お
い
て
「
経
常
経
費

の
見
直
し
」
も
予
算
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド

も
で
き
な
か
っ
た
。
行
政

の
内
部
で
で
き
な
い
の
な

ら
、
行
財
政
改
革
等
の
外

部
組
織
を
設
け
て
答
え
を

出
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　

今
後
さ
ら
に
内
部
で

議
論
を
し
て
い
き
た

い
。
議
論
し
た
過
程
の
中

で
、
難
し
い
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
議
会
と
相
談

し
な
が
ら
今
後
の
方
向
性

を
定
め
た
い
。

　
　

情
報
公
開
が
少
な
く

コ
ロ
ナ
対
策
本
部
、

豪
雪
対
策
本
部
等
、
何
を

議
論
し
何
を
決
定
し
た
か

問答問

情
報
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

誰
で
も
傍
聴
で
き
る
よ
う

に
公
開
し
た
ら
ど
う
か
と

申
上
げ
た
が
実
現
し
な
い
。

農
業
委
員
会
は
毎
月
の
定

例
会
の
議
事
録
を
き
ち
ん

と
情
報
公
開
し
て
お
り
、

何
を
考
え
ど
ん
な
方
向
に

向
か
お
う
と
し
て
い
る
の

か
一
目
瞭
然
。
町
は
最
も

大
事
な
振
興
計
画
審
議
会

で
す
ら
情
報
公
開
し
て
い

な
い
。
住
民
の
理
解
は
情

報
に
接
す
る
こ
と
に
あ
る
。

積
極
的
な
情
報
公
開
を
望

む
。

　
　

な
る
べ
く
情
報
公
開

し
、
町
民
と
寄
り
添

う
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

情
報
公
開
や
議
会
か
ら
要

望
さ
れ
た
テ
レ
ビ
放
送
も

含
め
、
議
論
し
て
い
き
た

い
。

②
第
五
次
振
興
計
画
に
つ

い
て

　
　

振
興
計
画
の
策
定
に

併
せ
「
中
期
財
政
計

画
」
を
作
成
す
る
こ
と
を

約
束
し
て
い
た
が
ど
う
な

答問

っ
て
い
る
の
か
。
作
業
が

難
し
い
こ
と
も
判
っ
て
い

る
が
そ
の
反
面
、
小
規
模

市
町
村
だ
か
ら
取
り
組
み

易
い
面
も
あ
る
。
振
興
計

画
を
絵
に
描
い
た
餅
に
し

な
い
た
め
に
も
、
中
期
財

政
計
画
を
示
す
こ
と
が
必

要
だ
。

　
　

県
の
助
言
・
指
導
を

受
け
な
が
ら
策
定
し

た
い
。

　
　

振
興
計
画
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
で
あ
る
「
桐

源
郷
」
は
見
直
し
た
方
が

良
い
。
桃
源
郷
の
語
源
や

意
味
、
福
島
の
花
見
山
公

園
の
経
緯
に
つ
い
て
も
話

し
、
思
慮
深
さ
に
欠
け
る

表
現
で
は
な
い
か
と
主
張

し
た
こ
と
に
対
し
て
ど
う

思
う
か
。

　
　

桐
源
郷
は
み
ん
な
で

桐
の
町
を
つ
く
ろ
う
、

桃
の
代
わ
り
に
「
桐
の
花
」

が
咲
く
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
「
桐
源
郷
」

に
な
っ
た
。

ど
う
い
う
町
を
自
分
た

答問答

ち
が
作
っ
て
い
く
か
が
大

事
で
あ
り
、
理
論
ば
か
り

で
は
な
く
、
歴
史
的
な
背

景
の
中
で
で
き
た
こ
と
を

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

長
い
歴
史
も
大
切
だ

が
、
振
興
計
画
が
進

む
に
つ
れ
て
社
会
経
済
情

勢
や
取
り
巻
く
環
境
も
変

化
し
て
い
る
。
桐
の
生
産

は
激
減
、
良
材
が
少
な
く

な
り
、
桐
タ
ン
ス
も
売
れ

な
い
、
桐
の
里
マ
ラ
ソ
ン

も
中
止
。
こ
れ
で
は
第
五

次
振
興
計
画
は
前
計
画
と

同
じ
で
、
パ
ロ
デ
ィ
の
よ

う
に
聞
こ
え
る
。「
桐
源

郷
」
は
考
え
直
し
た
方
が

良
い
と
考
え
る
。

意見



一般質問 三　島　町　議　会11

三
島
町
老
人
休
養
ホ
ー
ム

（
ふ
る
さ
と
荘
）
に
つ
い
て

　
　

ふ
る
さ
と
荘
は
、
コ

ロ
ナ
禍
前
は
只
見
線

や
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
の

観
光
客
で
宿
泊
者
が
増
え
、

訪
日
外
国
人
等
の
利
用
者

も
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
後
を

考
え
る
と
、
ふ
る
さ
と
荘

は
町
の
重
要
な
宿
泊
施
設

で
あ
り
、
顔
で
も
あ
る
。

今
後
の
ふ
る
さ
と
荘
の
運

営
に
つ
い
て
、
新
た
な
指

定
管
理
者
と
ど
の
よ
う
な

形
で
町
の
観
光
の
中
心
と

し
て
協
力
し
て
い
く
の
か
。

　
　

町
の
観
光
事
業
に
お

い
て
、
宿
泊
施
設
は

と
て
も
重
要
な
位
置
づ
け

に
あ
る
。
只
見
線
の
全
線

再
開
通
や
県
立
自
然
公
園

の
国
定
公
園
化
な
ど
の
広

域
的
な
取
組
が
進
ん
で
い

る
な
か
で
奥
会
津
が
注
目

を
浴
び
て
い
る
。
ふ
る
さ

と
荘
が
新
た
に
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
も
、
さ
ら
な
る

誘
客
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
経
済
効
果

は
宿
泊
が
あ
っ
て
こ
そ
高

問答

ま
る
も
の
で
あ
り
、
新
た

な
指
定
管
理
者
と
と
も
に

ふ
る
さ
と
荘
を
拠
点
と
し

た
流
域
全
体
の
経
済
の
波

及
効
果
も
生
ま
れ
る
よ
う

に
取
り
組
み
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て

　
　

様
々
な
犯
罪
が
起
こ

る
中
、
そ
の
捜
査
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
の

が
防
犯
カ
メ
ラ
で
あ
る
。

も
し
犯
罪
等
が
起
こ
っ
た

際
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
映

像
は
大
変
役
に
立
つ
と
考

え
る
。
町
民
が
安
全
、
安

心
に
暮
ら
す
た
め
に
も
、

町
の
重
要
な
箇
所
等
へ
の

設
置
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
伺
う
。

　
　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
事

件
解
決
に
は
大
変
重

要
な
手
が
か
り
と
な
り
、

早
期
解
決
に
役
立
つ
と
考

え
る
。
防
犯
の
視
点
か
ら

確
か
に
有
効
な
手
段
と
思

え
る
が
、
一
方
で
、
常
時

人
を
映
す
こ
と
に
な
り
、

施
設
等
に
来
館
す
る
お
客

問答

様
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
が
出
て
く
る
。
今
年

河
川
の
状
況
を
監
視
す
る

防
災
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た

が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
し
住
宅
の
映
像
部
分
を

黒
く
塗
り
つ
ぶ
し
た
。

　

た
だ
し
、
子
供
の
命
を

守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

少
し
で
も
犯
罪
抑
止
に
な

る
な
ら
ば
、
そ
ち
ら
を
優

先
さ
せ
た
い
と
考
え
、
保

育
所
・
中
学
校
へ
の
設
置

に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

再
質
問
　 
①
三
島
町
老
人
休
養
ホ
ー

ム
（
ふ
る
さ
と
荘
）
に
つ

い
て

　
　

飯
坂
温
泉
で
旅
館
を

営
む
伊
勢
屋
よ
り
指

定
管
理
者
の
申
請
が
あ
っ

問

た
。
町
外
の
方
な
の
で
運

営
に
懸
念
が
残
る
。
担
当

課
長
が
宿
泊
し
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
そ
の
感
想
は

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

　
　

施
設
そ
の
も
の
は
老

朽
化
し
て
い
る
が
、

清
掃
等
は
非
常
に
行
き
届

い
て
お
り
、
接
客
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
お
客
様
を

お
迎
え
す
る
と
い
う
姿
勢

が
見
て
と
れ
た
。
食
事
や

入
浴
方
法
等
、
丁
寧
に
説

明
を
受
け
満
足
し
た
。
ま

た
日
帰
り
入
浴
に
つ
い
て

も
、
地
元
か
ら
も
よ
い
評

価
を
得
て
い
る
と
い
う
感

想
を
も
っ
た
。
運
営
面
に

関
し
て
は
、
温
泉
地
の
中

で
経
営
し
て
い
る
の
で
大

丈
夫
で
あ
ろ
う
と
認
識
を

持
っ
た
。

　
　

以
前
は
、
ふ
る
さ
と

荘
が
再
開
す
れ
ば
、

温
泉
の
湧
出
量
の
関
係
で

桐
の
里
倶
楽
部
は
閉
鎖
し

た
い
と
い
う
考
え
だ
っ
た

と
思
う
が
現
在
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答問

三島町老人休養ホームについて

防犯カメラの設置について

三島小学校の防犯カメラ

矢澤　　昇 議員

　
　

指
定
管
理
者
に
応
募

さ
れ
た
伊
勢
屋
よ
り

今
の
貯
湯
タ
ン
ク
を
も
う

少
し
大
き
い
物
に
変
え
、

あ
る
程
度
貯
湯
で
き
れ
ば
、

ふ
る
さ
と
荘
と
桐
の
里
倶

楽
部
と
２
館
へ
の
給
湯
も

可
能
で
は
な
い
か
と
い
う

提
案
を
受
け
た
の
で
、
２

館
開
け
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
荘
の
改
築

検
討
委
員
会
の
そ
の

後
の
開
催
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　

令
和
２
年
度
は
ふ
る

さ
と
荘
の
閉
館
や
コ

ロ
ナ
禍
対
応
も
あ
り
、
ふ

る
さ
と
荘
の
改
築
と
い
う

将
来
を
見
越
し
た
検
討
が

で
き
ず
開
催
し
て
い
な
い
。

た
だ
、
源
泉
の
湧
出
量
が

非
常
に
減
っ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ら
も
含
め
て
、
令
和

３
年
度
に
改
め
て
検
討
委

員
会
を
開
催
し
た
い
。

答問答
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町
と
し
て
今
後
の
地
方
創
生
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

　
　

町
の
人
口
減
少
と
高

齢
化
は
、
今
後
減
っ

て
い
く
税
収
と
増
え
て
い

く
医
療
費
等
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
る
こ
と
が
大
い
に

予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
テ

レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
地
方
へ

の
移
住
が
多
く
な
る
と
考

え
、
こ
の
こ
と
に
対
し
て

町
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

　

人
口
減
少
が
続
け
ば
働

き
手
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。

柳
津
町
で
「
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
」

に
つ
い
て
説
明
会
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
は
、
様
々
な

職
種
の
事
業
所
に
労
働
力

を
提
供
す
る
労
働
派
遣
事

業
で
あ
り
、
国
の
補
助
も

あ
る
。
こ
の
事
業
に
対
し

て
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え

問

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

増
え
続
け
る
空
き
家

の
利
活
用
を
含
め
、

テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
多
様
な
働
き

方
が
提
唱
さ
れ
る
中
で
、

企
業
等
か
ら
町
が
選
択
さ

れ
る
よ
う
に
未
活
用
の
遊

休
施
設
を
有
効
活
用
し
な

が
ら
、
行
政
・
民
間
企

業
・
地
域
の
協
働
の
他
、

会
津
・
奥
会
津
エ
リ
ア
で

の
広
域
連
携
に
よ
り
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

　

特
定
地
域
づ
く
り
事
業

組
合
に
つ
い
て
は
、
柳
津

町
・
三
島
町
・
昭
和
村
商

工
会
が
主
催
し
た
説
明
会

で
は
、
連
携
に
よ
る
運
営

が
説
明
さ
れ
、
町
も
三
町

村
で
の
組
合
設
立
を
視
野

に
検
討
し
て
い
る
。　

答

再
質
問

　
　

テ
レ
ワ
ー
ク
等
に
よ

る
移
住
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
考
え
は
。

　
　

町
と
し
て
は
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　

町
と
し
て
今
後
の
情

報
の
発
信
等
、
活
動

の
展
開
は
。

　
　

県
で
も
様
々
な
補
助
、

支
援
制
度
が
あ
り
、

県
の
補
助
支
援
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
、
町
独
自
で

空
き
家
の
利
活
用
を
含
め

て
、
新
た
な
取
組
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
県
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め

る
。

　
　

テ
レ
ワ
ー
ク
に
お
け

る
就
労
の
環
境
や
住

環
境
の
整
備
は
ど
う
す
る

の
か
。

　
　

空
き
家
の
活
用
と
町

で
有
効
活
用
さ
れ
て

い
な
い
施
設
の
再
活
用
・

問答問答問答

整
備
等
を
通
し
て
、
町
全

体
で
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　

特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合
は
、
現

在
三
島
町
・
柳
津
町
・
昭

和
村
の
三
町
村
商
工
会
が

準
備
の
た
め
の
準
備
委
員

会
を
開
い
て
行
動
を
起
こ

し
て
い
る
が
、
町
と
し
て

こ
の
事
業
に
対
し
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

年
間
を
と
お
し
て
雇

用
す
る
に
は
難
し
い

部
分
が
あ
る
が
、
必
要
な

時
期
に
必
要
な
人
手
を
確

保
で
き
る
こ
と
は
、
非
常

に
取
り
組
み
や
す
い
制
度

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

テ
レ
ワ
ー
ク
に
対
す

る
移
住
の
問
題
も
、

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
組

合
に
対
し
て
も
、
移
住
・

定
住
・
雇
用
と
い
う
問
題

に
大
き
く
絡
ん
で
く
る
。

問答要望

こ
の
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
て
積
極
的
に
進
め
て

欲
し
い
。
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コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応

交
付
金
に
よ
る
商
品

券
給
付
事
業
及
び
買

い
物
弱
者
支
援
事
業

に
つ
い
て

　
　

昨
年
75
歳
以
上
の

方
々
に
５
千
円
、
全

町
民
に
１
万
円
の
桐
の
里

商
品
券
を
配
布
し
た
が
使

用
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
。

　
　

１
人
５
，
０
０
０
円

分
の
商
品
券
を
配
付

し
た
75
歳
以
上
の
対
象
者

は
476
名
で
、
１
枚
500
円
の

10
枚
綴
り
で
総
配
付
枚
数

４
，
７
６
０
枚
中
４
，
６

１
１
枚
が
使
用
さ
れ
た
。

使
用
率
は
96
．
9
％
、
換

金
額
は
230
万
5
，
５
０
０

円
、
未
使
用
分
は
149
枚
、

７
万
４
，
５
０
０
円
。

　

桐
の
里
商
品
券
給
付
事

業
は
、
全
町
民
１
，
５
４

０
人
に
対
し
１
枚
500
円
の

も
の
を
20
枚
綴
り
で
総
配

付
枚
数
３
万
840
枚
、
３
万

200
枚
が
使
用
さ
れ
た
。
使

用
率
は
97
．
9
％
、
換
金

額
１
，
５
１
０
万
円
、
未

問答

コロナ感染症対応交付金による商品券給付事
業及び買い物弱者支援事業について

「日本で最も美しい村」について

使
用
分
は
640
枚
、
32
万
円
。

取
扱
事
業
者
は
43
事
業
者

中
37
事
業
者
で
使
用
さ
れ

た
。

　
　

買
い
物
弱
者
支
援
事

業
は
具
体
的
に
何
を

ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。

　
　

買
物
弱
者
支
援
に
つ

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
の
一
環
と
し
て
、
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
時
期
に
町
内

外
に
買
物
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
方
な
ど
を
対
象

と
し
た
町
内
の
飲
食
店
等

と
連
携
し
た
買
物
支
援
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
支
援
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
検
討
を

進
め
て
い
く
事
業
を
想
定
。

町
商
工
会
を
窓
口
と
し
て

事
業
構
築
を
協
議
し
た
が
、

調
整
不
足
に
よ
り
事
業
実

施
者
を
確
保
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
減
額
補
正
を
計

上
し
た
。

　

ま
た
、
郵
便
局
と
協
定

を
結
び
買
物
弱
者
の
対
応

が
で
き
な
い
か
要
請
を
行

っ
た
。
し
か
し
生
も
の
を

発
注
す
る
こ
と
が
、
郵
便

問答

局
で
は
許
さ
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
現
在
話
が
進
ん

で
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
に
つ
い
て

　
　

町
民
の
方
々
に
あ
ま

り
理
解
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
に
思
う
。
こ

の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
「
雪
国
の
手
仕
事
を

再
生
し
た
生
活
工
芸

と
日
本
一
の
会
津
桐
」
と

「
住
民
の
暮
ら
し
に
根
付

く
民
俗
行
事
」
の
２
つ
が

地
域
資
源
と
し
て
登
録
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
軸

に
地
域
づ
く
り
を
展
開
し

て
い
る
。
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
魅
力
あ
る
地
区

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
事
業
と
し
て
地
区

支
援
事
業
補
助
金
を
設
け
、

９
地
区
が
そ
れ
を
活
用
し

地
区
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

ま
た
、
住
民
自
ら
行
う

道
路
沿
い
の
花
植
え
や
清

掃
活
動
、
県
事
業
の
フ
ラ

問答

二瓶　俊浩 議員

ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
に
対
し

て
も
、「
美
し
い
地
区
づ

く
り
町
民
運
動
」
と
し
て

支
援
し
景
観
整
備
を
図
っ

て
い
る
。

　
　

今
後
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
く
の
か
。

　
　

生
活
の
営
み
に
よ
り

形
成
さ
れ
て
き
た
里

山
の
景
観
、
環
境
や
自
然

を
敬
い
自
然
と
と
も
に
生

き
て
い
る
中
で
続
い
て
き

た
民
俗
行
事
等
の
伝
統
文

化
を
守
り
、
活
動
す
る
こ

と
で
、
観
光
的
付
加
価
値

を
高
め
、
行
政
と
住
民
の

協
働
に
よ
る
持
続
可
能
な

地
区
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

再
質
問

①
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
交

付
金
に
よ
る
商
品
券
給
付

事
業
及
び
買
い
物
弱
者
支

援
事
業
に
つ
い
て

　
　

商
品
券
給
付
事
業
は

使
用
率
100
％
で
あ
っ

て
当
然
の
事
業
と
考
え
る

が
。 問答問

　
　

使
用
期
限
が
あ
る
中

で
、
残
り
１
か
月
に

な
っ
て
周
知
活
動
も
行
っ

た
が
、
個
人
的
に
誰
が
使

っ
て
い
な
い
か
等
ま
で
把

握
で
き
て
い
な
い
。
使
用

率
100
％
を
達
成
で
き
な
か

っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

　
　

使
用
に
あ
た
っ
て
町

民
の
方
々
か
ら
何
ら

か
の
意
見
は
な
か
っ
た
か
。

　
　

町
に
直
接
使
用
の
方

法
等
に
つ
い
て
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。
使
え
る
と
こ
ろ

が
少
な
い
と
い
う
話
も
あ

っ
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
で
使
え
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
は
、
良
か
っ
た

と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
人

そ
れ
ぞ
れ
に
捉
え
方
は
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

買
い
物
弱
者
支
援
事

業
は
な
ぜ
で
き
な
か

っ
た
の
か
。

　
　

買
物
弱
者
と
言
わ
れ

る
方
が
、
コ
ロ
ナ
の

時
期
に
買
物
等
が
で
き
な

答問答問答
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い
こ
と
を
想
定
し
、
町
内

の
事
業
者
さ
ん
か
ら
商
品

を
届
け
る
よ
う
な
仕
組
み

が
で
き
な
い
か
と
商
工
会

と
協
議
し
た
が
、
実
際
に

対
応
す
る
人
員
の
確
保
や
、

配
達
に
必
要
な
車
両
の
手

配
な
ど
の
調
整
が
で
き
ず

事
業
と
し
て
実
施
で
き
な

か
っ
た
。

　
　

昨
年
3
月
定
例
議
会

で
も
質
問
し
た
際
、

町
長
は
し
っ
か
り
対
策
を

進
め
た
い
と
答
弁
し
て
い

る
。
町
の
ト
ッ
プ
が
答
弁

し
て
い
る
の
に
あ
ま
り
に

も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
足
り

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

福
祉
面
で
課
題
が
あ

り
、
ま
た
商
工
業
者

を
中
心
と
し
た
活
動
も
現

実
的
に
う
ま
く
絡
ま
ず
、

結
果
が
出
せ
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
数
年

前
か
ら
課
題
と
し
て
上
げ

て
い
る
の
で
、
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
く
。

問答

②
　「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
に
つ
い
て

　
　

こ
の
事
業
の
根
底
は

何
だ
と
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
の
活
動

趣
旨
、
小
さ
く
と
も
誇
り

を
持
っ
て
生
活
し
て
い
く

と
い
う
活
動
理
念
が
、
当

町
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
と
一
致
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
。

　
　

一
部
の
人
が
動
い
て

い
る
だ
け
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
町
全
体
と
し

て
動
く
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

　
　

広
く
町
民
の
方
に
理

解
さ
れ
て
い
る
と
は

我
々
も
感
じ
て
な
い
。
各

地
区
の
地
域
づ
く
り
活
動

を
通
し
て
、
美
し
い
村
連

合
に
加
盟
し
て
い
る
三
島

町
を
も
う
少
し
浸
透
さ
せ

た
い
。

　
　

町
民
に
誇
り
を
持
っ

て
い
た
だ
く
事
、
つ

問答問答問

ま
り
意
識
を
し
て
い
た
だ

く
事
が
大
事
で
あ
る
と
考

え
る
が
。

　
　

地
区
住
民
の
方
々
が
、

自
ら
考
え
、
自
分
の

地
区
を
ど
う
し
て
い
く
か

と
い
う
観
点
を
持
ち
、
こ

れ
ま
で
続
い
て
き
た
も
の

を
持
続
さ
せ
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

そ
の
た
め
に
町
は
何

を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
か
。

　
　

町
と
住
民
と
が
協
働

し
て
行
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。

　
答問答



議会　活動報告

新型コロナウイルス感染症対策対応地方創生
臨時交付金に対する要望書を町長に提出

三　島　町　議　会15 議会活動報告

２月２４日、青木議長
と二瓶新型コロナウイル
ス感染症対策特別委員会
委員長は町長に対して、
３月補正予算及び令和３
年度当初予算への議会と
しての新型コロナウイル
ス感染症対策事業の要望
を実施しました。
要望内容は以下のとお
りです。

１　コロナ禍において町議会の傍聴に制限がかけられている状況に鑑み、みし
まテレビでの放映を可能とする経費を計上すること。

２　事業者給付金については、旅館、飲食店についてのみ限定するのではなく、
これまで実施してきたように全事業者を対象とすること。

３　現段階でのＰＣＲ検査は希望者が少なくなることが予想されるため、検査
回数の見直しをすること。

４　冬期間の外出自粛と寒さが続いたことにより、各家庭内での暖房費（電気、
ガス、灯油など）が嵩んでいるために、各世帯に現金支援を行うこと。

５　介護福祉施設においては、利用者や職員への感染予防の観点から器具・機
材の整備が必要とされているので、最大限の支援策を講じること。

６　再度「地鶏キャンペーン」を実施すること。
７　地元産材活用支援事業（桐チェスト、桐すのこベット）については、その

利用者がごく一部に限られ不公平感が強いため再検討すること。

　これらの要望は予算に反映され、町内の事業所の活性化や消費拡大、また、
感染予防対策に役立つものと考えます。

町長へ要望書を渡す青木議長



議 会 ト ピ スッ ク

議会トピックス三　島　町　議　会 16

三島小学校６年生意見発表会「未来の三島町のために」開催

三島小6年生のSDGsについての意見発表

２月１７日、三島小学校６年
生３名が総合学習の一環として
勉強してきたことを「三島町の
未来への提言」として発表を行
いました。
「未来の三島町のために～再
生可能エネルギーやＳＤＧｓの
視点を通して」をコンセプトに、
森玲奈さんが「ゴミゼロの三島
町を目指して」、小柴美優さん
が「自分たちが使う電気は自分
たちでつくる三島町」、鈴木璃
音さんが「人がたくさん集まり

活気のある三島町に」という３つのテーマで自ら調べた三島町の将来についてそれぞれ提案
を行いました。
中でも、「３」が付く日は町民みんなでゴミ拾いをして、その拾った量を競い商品をあげ
るなどの具体的な提案も行われ、参加した青木議長からは「私たちはお金を上手に使うこと
を考える議会だが、今回の発表の中にはお金をかけずにできる提案があって、大変良かった。
今後のまちづくりの参考にしたい。」等の感想がありました。
その他参加した議員も熱心に聞き入っていました。

左から、小柴美優さん、森玲奈さん、鈴木璃音さん
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三島中学校３年生「三島町次世代の議会」開催

真剣な議論が交わされた

左から
星明音里さん
菅家大貴さん
二瓶教香さん
五十嵐望さん
飯塚真林さん

１月２８日、今年で２回目となる中
学校３年生による「三島町次世代の議
会」が開催されました。３年生５名が
議長・議員となり、４名が一般質問を
行いました。
議長役として二瓶教香さん、一般質
問は、星明音里さん「美坂高原の活用
について～フラワーパーク等での集客
について」、菅家大貴さん「三島町の
空き家バンクワーク・ラボについて」、
飯塚真林さん「森の校舎「カタクリ」
の有効活用について」、五十嵐望さん「町の防災対策について」が４つのテーマで質問しました。
議会と同じ流れで議長役の二瓶教香さんが開会を宣言して、議事録署名人を決定し、町長の挨
拶を受けて一般質問に入りました。
それぞれの議員の質問に対して町長が答弁し、その後の再質問には各課の課長が町議会と同じ
ように答弁を行いました。「何年やっても成果が出なければ、もっと大胆な方針を打ち出すべき。」
や「具体的にいつまでできるのか。」等の鋭い質問もあり、町側も答弁に頭を悩ませたところも
ありましたが、中学生の視点で三島町の未来を聞く良い機会となりました。
その後議員控室で議員との意見交換が行われ、「本当の議員のようで大変良かった。」や、「もう
少し時間があれば、もっと突っ込んだ質問ができたはず、時間がない中でも良い質問ができた。」
との感想もありました。
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国
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が
思

う
よ
う
に
い
か
な
い
中
、
地
域
に
よ
っ
て
は

第
四
波
に
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
、
経
済
活
動
も
大
打
撃
を
受
け
、
十
万

人
近
い
人
が
解
雇
や
雇
止
め
に
あ
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
中
、
都
市
部
の
若
者
た
ち
の
間
で

は
、
地
方
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
も

事
実
で
す
。

　

今
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
一
筋
の
光
が
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
し
か
し

医
療
従
事
者
に
続
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
い
つ

に
な
る
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
不
安

で
す
。
三
島
町
は
現
在
ま
で
感
染
者
が
一
人

も
出
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
町
民
ひ
と
り
一

人
の
努
力
の
積
み
重
ね
だ
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
大
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
も
き

び
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
日

も
早
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
、
元
の
よ
う
な
生

活
に
戻
る
事
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

�
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議会傍聴においでください

６月議会は６月中旬に開催予定です。
※�新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、入場を制限することもありますので、
予めご了承ください。

議 会 の 主 な 動 き

▶ 2021年2月 ◀

４ 日㈭	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
１２日㈮	 広域市町村圏整備組合議会
	 （～２２日、広域圏議員）
１７日㈬	 三島小学校意見発表会
１９日㈮	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
２２日㈪	 議会全員協議会（第５次振興計画策定説明）
２４日㈬	 新型コロナウイルス感染症対応臨時交付金

要望
２５日㈭	 議会運営委員会

福島県町村議会議員議長会定期総会	（議長）
両沼地方町村議会議長会臨時総会	 （議長）

▶ 2021年3月 ◀

１ 日㈪	 議会全員協議会（ ３月定例会議案説明）
８日㈪	 第１回議会定例会（～１５日）
１０日㈬	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

調査（ワクチン接種事業）

１９日㈮	 生活工芸アカデミー生修了式（議長）
２４日㈬	 土地開発公社監査（産業厚生委員長）
２５日㈭	 生活工芸村構想推進委員会
２９日㈪	 広域市町村圏整備組合議会全員協議会
	 （広域圏議員）

▶ 2021年4月 ◀

１ 日㈭	 教職員着任式（議長）
１４日㈬	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

調査（ワクチン接種事業）
	 広報編集委員会
１７日㈯	 ＪＲ只見線復旧状況視察・意見交換会
	 （金山町、議長）
２０日㈫	 議会全員協議会
２１日㈬	 会津地方開発総合協議会総会（議長）
２３日㈮	 三島町老人クラブ連合会総会（議長）
２８日㈬	 三島町戦没者遺族会総会（議長）


